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セッション1：ウェブアクセシビリティ最前線



生成AIとウェブアクセシビリティ

● ChatGPTなどの生成AIは、ウェブアクセシビリティの世界にも

大きな変化をもたらそうとしている

● AIは、アクセシブルな社会を実現するための救世主となるのか



私たちはAIとどう向き合っていくべきか

● ウェブサイト利用者とAI

● AI時代におけるアクセシビリティの必要性

● ウェブサイト制作者とAI

● まとめ



ウェブサイト利用者とAI



AIが可能にする、多様な情報アクセス

● AIは情報アクセスの手段を劇的に多様化させている

● AIを使って自分に合ったフォーマットや粒度にコンテンツを変換できる

● （完全ではないものの）アクセスが困難だった場面でも道がひらかれた



視覚情報のテキスト化

● スクリーンリーダーのAI拡張機能（例：NVDAのAI Content Describer）

● 代替テキストが設定されていない画像でも、AIが画像解析し、説明を生成

● これまで知覚や理解が難しかった画像へのアクセス手段が出現した

● ただし、操作の手間や金銭的負担が閲覧者側に生じるという課題は残る

https://nvda-addons.org/addon.php?id=344


例：AI Content Describer
NVDA-AI-content-desc.mp4ラベルのないグラフ画像に対して、GPT-4o(omni)が画像を読み取ってグラフの中身を伝えている動画。

http://drive.google.com/file/d/1OIT4T92-v1APIAgLtWgYFSg4DqIKLQPY/view


情報の要約や言い換え

● ウェブページ・PDF・YouTube動画などのさまざまな形式のコンテンツ

● それらをもとに、自分が理解しやすい形態にコンテンツを変換できる

● NotebookLMで要約を生成・チャットで質疑応答・ポッドキャスト化

https://notebooklm.google/
https://notebooklm.google/


例：NotebookLM

AIはウェブアクセシビリティの救世主か？大規模言語モデルが拓く可能性と残された課題.mp3

http://drive.google.com/file/d/11IgnJkHLKoErjOvPclXFxQzgW25Dk0pS/view


AIがブラウザの操作を代行

● AIエージェントが利用者の代わりにブラウザを操作する技術も登場

● 画面操作に時間がかかり利用者の負担になる状況では、大いに役立つ

● OpenAI OperatorやBrowser-Useなど、複数の手段が存在

https://openai.com/ja-JP/index/introducing-operator/
https://openai.com/ja-JP/index/introducing-operator/
https://openai.com/ja-JP/index/introducing-operator/
https://browser-use.com/
https://browser-use.com/
https://browser-use.com/


例：OpenAI Operator
operator-demo.mp4

http://drive.google.com/file/d/15-gnCPMhepiX4VyzY4_NLKvkfuUeK2PA/view


AI時代における
アクセシビリティの必要性



利用者側がAIでコンテンツを変換したり、自動操作できるなら

もはや制作者がコンテンツをアクセシブルにする必要はない？

AI時代におけるアクセシビリティの必要性



現時点では明確に「No」

AI時代におけるアクセシビリティの必要性



AIは意図までは生成できない

● 画像の代替テキストをAIが書けるのか？

● AIは、画像の内容を客観的に説明することができる

● AIは、画像の置き方から意図を類推し、代替テキスト候補を提案できる

● しかし「この画像で伝えたい『意図』」を用意できるのは制作者だけ



AIも求めるオリジナル

● AI自身も学習のために、質の高い、信頼できる情報源を必要とする

● 制作者が提供するオリジナルな情報こそが、

AIの性能を最大限に引き出すための鍵でもある



AIも求めるマシンリーダブル

● AI自身が効率的に動作するためには、アクセシビリティが必要

● AIは、コンテンツを画像として認識できるが、現時点では課題がある

● 画像認識は時間がかかり、AIの利用料金も高くなり、確実性にも欠ける

● HTMLとして記述されたマシンリーダブルな構造やテキストを

読み取るほうが、現時点では高速・安価・確実に動作する



動画の字幕のほうを活用する事例

● NotebookLMでは、情報ソースとして

YouTubeの動画を登録できる

● このとき情報として利用されるのは、

実は字幕のテキストのほう

● テキストのほうが、

AIによる認識や再加工が容易であるため



AIでのブラウザ自動操作のアプローチ

● 画像認識アプローチ

○ スクリーンショットの送信や解釈に対してAI利用料が高額になる

○ 例えば、画像認識モードで動くOperatorの利用料は、月額$200

● HTMLの構造やテキストを読み取るアプローチ

○ 画像認識アプローチの数分の1〜数十分の1のAI利用料で動作可能

○ 最近では、Microsoft Playwright MCPがアクセシビリティツリー

（名前・役割・値）を活用することで話題になった

https://github.com/microsoft/playwright-mcp


AIの自動操作にすべてを任せればよい。ウェブサイトに

人間がアクセスする必要はなく、UI自体が不要である

AI時代におけるUIの必要性



AI時代におけるUIの必要性

利用者自らが探索し発見する選択肢も必要



探索的な活動こそがウェブの価値

● ウェブ利用時には、まだ目的や方法が定まっていないときもある

● 自分でウェブを見て回るなかで、考えがまとまっていったり、

違うやりかたが思いついたりする

● ウェブを回遊する中で、偶然面白い情報に出会うこともある

● そうした探索的な活動ができることこそ、ウェブの大きな価値



AIも人間も求めるアクセシビリティ

● AIによる自動操作というショートカットは、便利であり有用

● 同時に、利用者自らが探索し発見するという自律的なアクセスも必要

● この両方の選択肢が用意されていることが重要

● これを実現するには、AIにとっても、人間にとっても

ウェブサイトがアクセシブルでなければならない



ウェブサイト制作者とAI



アクセシブルなウェブサイトの制作をAIが支援

● ウェブサイト制作者にとっても、AIは強力なアシスタント

● これまで専門知識や作業時間が必要だった

アクセシビリティ改善の取り組みを、AIが支援してくれる



アクセシビリティチェックツールとAI

● Stark（Figma上で動作するアクセシビリティ改善ツール）は、

AIで見出し要素を判別したり、代替テキスト案を生成してくれる

https://www.getstark.co/for-designers/
https://www.getstark.co/for-designers/


例：Stark（見出しの提案）

https://www.getstark.co/blog/introducing-aria-headings-touchtargets-sidekick/
https://www.getstark.co/blog/introducing-aria-headings-touchtargets-sidekick/


例：Stark（代替テキストの提案）

https://www.getstark.co/blog/meet-sidekick-ai-powered-accessibility-assistant/
https://www.getstark.co/blog/meet-sidekick-ai-powered-accessibility-assistant/


アクセシビリティチェックツールとAI

● axe DevToolsは、背景画像とテキストとのコントラストを分析したり、

AIを用いて手動チェックを補助したりしてくれる

https://www.deque.com/axe/
https://www.deque.com/axe/


例：axe DevTools（背景画像コントラスト判定）

https://docs.deque.com/devtools-for-web/4/en/devtools-color-contrast-resolver
https://docs.deque.com/devtools-for-web/4/en/devtools-color-contrast-resolver


例：axe DevTools（キーボードテストの補助）
Keyboard guided accessibility test - axe DevTools Extension

The keyboard Intelligent Guided Test™ is designed to help raise issues around missing focus indicators, missing ARIA roles, keyboard inaccessibility, and many others.

All of this is accomplished by the axe DevTools browser extension automatically tabbing through all of the stops on the page and collecting information about each one. Once this is completed, the user is asked a series of simple questions like many of the other guided tests, and Voilà! A succinct list of accessibility issues with the tab stops on the tested page.

Sign up for a free trial of axe DevTools Extension (Pro) at: https://www.deque.com/get-started-axe-devtools-browser-extension/

https://www.youtube.com/watch?v=Kkl5QGRqXeM
https://www.youtube.com/watch?v=Kkl5QGRqXeM
http://www.youtube.com/watch?v=Kkl5QGRqXeM


デザインや実装におけるAI活用

● アクセシブルなコンポーネントとガイドラインを人間が用意し、

それらをAIに読ませ、UI実装を出力させる試みがある



例：AIによる画面実装の取り組み記事

社内デザインシステムをMCPサーバー化したらUI実装が爆速になった

https://zenn.dev/ubie_dev/articles/f927aaff02d618
https://zenn.dev/ubie_dev/articles/f927aaff02d618
https://zenn.dev/ubie_dev/articles/f927aaff02d618
https://zenn.dev/ubie_dev/articles/f927aaff02d618
https://zenn.dev/ubie_dev/articles/f927aaff02d618


デザインや実装におけるAI活用

● デザイン案を読み込みコード生成するAIツールbuilder.ioには、

アクセシブルなコードの出力を試みるオプションがある

http://builder.io


例：builder.io（生成オプションの指定）

https://www.builder.io/c/docs/figma-to-code-visual-editor-options
https://www.builder.io/c/docs/figma-to-code-visual-editor-options


AIで作り、AIで受け取る

● 動画の字幕付与には、以前よりAIによる音声認識が活用されている

● その字幕というテキストコンテンツを、NotebookLMなどの

生成AIツールが変換や加工を行い、利用者に届けている

● AIの汎用性が高まり、活用範囲が広がることで

「AIで作り、AIで受け取る」構造がさまざまな範囲に広がっている



まとめ



人間とAIが共につくる、アクセシブルなウェブ

● AIは、アクセシビリティにとって大きな可能性を秘めたツール

● 利用者にとって、自身による直接アクセス、AIによる変換を経たアクセス、

AI自動操作によるアクセスを、使い分ける選択肢があることが理想

● 人間の直接アクセスを可能する点でも、AIの効率的な動作においても、

ウェブサイト自体のアクセシビリティを高めることがその土台となる

● 制作者も、ウェブサイトのアクセシビリティ向上をAIで合理化できる。

設計・デザイン・実装のプロセスも新しい形に向かいつつある



AIで作りAIで受け取る世界で、人間がやること

● それは「その情報はどうすれば最も伝わるのか」

「本当に『使い物になる』デザインとは何か」といった、

より本質的なアクセシビリティを考えること

● アクセシビリティの高さは、選択肢の多さ。

目指すべきは、AIに任せる世界ではなく、私たちがAIを使いこなす世界

● 未来がどうなるかではなく、未来をどうするか。

私たちが行う設計が、これからのアクセシビリティを形作っていく
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